
 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道あったまろうキャンペーンのご案内 
北海道では、省エネなど地球温暖化対策の一環として、オフィスや店舗な 

どの暖房設定の管理やウォームビズなどを呼びかける「北海道あったまろう 

キャンペーン」を実施しています。 

キャンペーンに参加される事業所の皆様には、北海道の環境キャラクター

「環境忍者えこ之助」のキャンペーン用オリジナルポスターデザインを活用で

きるとともに、温暖化対策に取り組む事業所として道のホームページで紹介さ 

 れます。 

 

                        

   平成29 年11 月1 日から 
 

           平成30 年4 月30 日まで 
 

★ 参加方法 

別添の参加申込書に貴社が取り組む内容などを記載し、ファクシミリまた 

はＥメールで、北海道環境生活部環境局低酸素社会推進室へ提出してくださ 

い。 

 

 

 

 

 

 

ちとせＥＣＯ通信第３０号 

キャンぺーン期間 

お問い合わせ先 

北海道環境生活部環境局低炭素社会推進室温暖化対策グループ 

電話：0１１-204-5189 

ホームページ：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/tot/warmbizpj.htm 

 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/tot/warmbizpj.htm


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成2９年度「北海道あったまろうキャンペーン」参加申込書 

 

「北海道あったまろうキャンペーン」の趣旨に賛同し、参加します。 

なお、キャンペーン用オリジナルポスターデザインの使用にあたっては、使用規程を順守します。 

平成  年  月  日 

 

 事業所名 

 

 

 

 代表者氏名 

 

 

 

 所在地 

 

 

 

 ホームページアドレス 

 

 

 

 担当者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部署 

 

 

 職・氏名 

 

 

 電話番号 

 

 

 E-mail 

 

 

 FAX 

 

この冬（１１月～翌年４月）の、貴事業所の取組内容に○印を付けてください。 

 

   ・暖房時の室温を   ℃に設定 

   ・社員に暖かい服装を励行 

      ・その他 （                               ） 

以下について、該当部分に○印をつけてください。 

 

 キャンペーンポスターデザインを    ダウンロードして活用する ・ 活用しない  

 

 販売促進用チラシなどに     キャンペーンへの参画を表示する ・ 表示しない  

 

 道のホームページからリンクを貼ることを    希望する ・ 希望しない ￥ 

 

 

  誠に勝手ながら、今回の「北海道あったまろうキャンペーン」にご参加いただきました事業所におか

れましては、ご辞退の意思表示がなければ、次回以降のキャンペーン（「北海道クールあいらんどキャ

ンペーン」（夏季）と「北海道あったまろうキャンペーン」（冬季）の参加事業所の取扱いとさせてい

ただきます（あらためての参加申込書の提出は要しません）ので、本キャンペーン終了後も引き続き、

温暖化対策に取り組まれますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 ※ＦＡＸ又はＥメールにて、下記あて提出してください。 
 

 
提出先 

 北海道環境生活部環境局低炭素社会推進室 
 温暖化対策グループ（担当：檜森） 
 電 話：０１１－２０４－５１８９ 
 ＦＡＸ：０１１－２３２－１３０１ 
 Ｅメール：kansei.teitan@pref.hokkaido.lg.jp 



 

例）当社のオフィスは、暖房時の室温を２０℃に設定し、 

社員はウォームビズ・スタイルで勤務します。 

 

 

●●●●株式会社 

 



編集・発行:千歳市 平成 29年 11月 1日 第 30 号 

    市民環境部環境課環境計画係    

  電話:24-0590  

e-mail:shoene@city.chitose.lg.jp 
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